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使
い
方
、
造
材
で
の
使
い
方
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
の
、
基
本

に
忠
実
な
、
理
に
か
な
っ
た
使

い
方
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

体
勢
に
し
て
も
、
身
体
の
重
心

と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
重
心
が
離

れ
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

両
足
の
間
で
使
う
よ
う
な
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
か
。

　
そ
し
て
、
受
け
口
・
追
い
口
・

つ
る
。
斜
め
の
角
度
が
四
十
五

度
の
受
け
口
は
、
二
等
辺
三
角

形
。
つ
る
は
、
蝶
番
。

　
苗
を
は
ぐ
く
む
下
草
刈
り
、

林
を
は
ぐ
く
む
間
伐
に
つ
な
が

る
伐
木
造
材
。
そ
ん
な
育
み
方

二
つ
の
二
日
間
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。
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島
崎
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
川
講
師
の
挨
拶
。
日
程
説
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『
梅
雨
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晴
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』

　
春
と
夏
の
間
に
、
五
月
晴
れ

の
乾
季
と
梅
雨
の
雨
季
。
前
線

は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
太
平
洋

の
高
気
圧
の
せ
め
ぎ
あ
い
。
植

栽
を
し
た
山
で
は
、
苗
と
草
本

の
せ
め
ぎ
あ
い
。
数
十
年
を
か

け
て
成
長
し
て
い
く
苗
に
、
一

年
勝
負
の
草
本
が
覆
い
被
さ
る

よ
う
。
地
際
す
れ
す
れ
の
と
こ

ろ
か
ら
枝
を
伸
ば
そ
う
と
し
て

い
る
小
さ
な
檜
っ
子
に
、
湿
気

を
含
ん
だ
風
と
た
く
さ
ん
の
光

が
当
た
り
ま
す
よ
う
に
、
一
日
目

は
下
草
刈
り
で
す
。

　
今
回
は
、
手
鎌
・
造
林
鎌
・
刈

払
機
で
の
作
業
を
体
験
し
て
頂
き

ま
し
た
。
三
者
三
様
の
使
い
方
・

構
え
方
。
一
心
不
乱
の
単
純
作

業
。
そ
れ
で
も
、
刈
り
払
っ
た
後

の
き
れ
い
な
林
地
が
充
実
感
を
与

え
て
く
れ
る
。

　
植
栽
後
の
数
年
間
は
、
少
な
く

と
も
年
一
回
、
適
期
を
の
が
さ
ず

下
草
刈
り
を
。

　
う
っ
て
か
わ
っ
て
二
日
目
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
。
間
伐
を
す
る
の

に
欠
か
せ
な
い
伐
木
造
材
道
具
。

伐
倒
で
の
使
い
方
、
枝
払
い
で
の

明
の
あ
と
、
車
に
分
乗
し
て

西
春
近
へ
向
か
う
。
林
道
入

り
口
に
駐
車
。

99999
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
機
材
や
燃
料
な
ど
準
備
を
整

え
て
、
春
に
植
林
を
し
た
現

場
へ
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
ど
ん
な
潅
木
や
草
が
生
え
て

き
て
い
る
か
、
パ
イ
オ
ニ
ア

プ
ラ
ン
ツ
の
検
索
を
早
川
講

師
の
説
明
に
て
。

99999
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
早
川
講
師
に
よ
る
、
下
草
刈

り
の
時
季
や
回
数
、
手
鎌
・
造

林
鎌
・
刈
払
機
と
い
っ
た
道

具
の
使
い
方
や
注
意
事
項
、

作
業
の
要
領
な
ど
の
講
義
を

受
け
る
。
質
疑
応
答
の
あ
と
、

1010101010
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
手
に
手
に
道
具
を
携
え
て
、

い
く
つ
か
の
「
し
ま
」
に
散
ら

ば
り
、
下
草
刈
り
の
開
始
で

す
。
さ
っ
そ
く
刈
払
機
の
講

習
を
受
け
る
方
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
春

刈り払い機　講座

メンテナンスは入念に

ナタ鎌には、片刃と両刃が

パイオニアプランツ検索
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に
植
林
を
し
た
と
こ
ろ
を
手

鎌
や
造
林
鎌
で
刈
っ
て
ゆ
く
。

イ
ン
ト
ラ
の
大
野
さ
ん
と
川

島
さ
ん
は
、
刈
払
機
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
現
場
に
て
昼
食
。
栗
栖
さ
ん
、

漬
物
と
ゆ
で
卵
の
差
し
入
れ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1313131313
時時時時時

　
下
草
刈
り
再
開
。
ほ
と
ん
ど
の

方
が
刈
払
機
で
の
作
業
を
体

験
し
た
よ
う
で
す
。
今
回
は

三
タ
イ
プ
の
刈
払
機
が
あ
り

ま
し
た
が
、
お
気
に
入
り
の

タ
イ
プ
は
見
つ
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

1414141414
時時時時時
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分分分分分

　
現
場
作
業
を
終
了
。
刈
り
払
っ

た
「
し
ま
」
が
一
目
瞭
然
。
超
・

気
持
ち
い
い
。
道
具
を
片
付

け
て
小
屋
へ
戻
る
。

1515151515
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
鎌
の
研
ぎ
方
を
早
川
講
師
に

実
演
し
て
頂
い
た
あ
と
、
公

園
の
水
路
に
並
ん
で
鎌
を
研

ぐ
。

1616161616
時時時時時

　
諸
連
絡
、
講
師
講
評
に
続
き
、

島
﨑
先
生
の
あ
い
さ
つ
。
終

了
、
解
散
。
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88888
時時時時時
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島
崎
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
、
日
程
説
明
な
ど
。
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時時時時時
4040404040
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長
野
県
の
新
規
間
伐
計
画
な

ど
人
工
林
の
現
況
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
作
業
の
労
働
安
全
衛

生
に
つ
い
て
、
早
川
講
師
の

講
義
を
受
け
る
。

88888
時時時時時
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小
屋
下
の
林
道
に
向
か
い
、
着

後
、
体
操
。

99999
時時時時時
55555
分分分分分

　
早
川
講
師
か
ら
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
構
造
や
始
動
方
法
、

取
扱
注
意
事
項
や
禁
止
動
作

の
説
明
を
受
け
、
順
番
に
エ

ン
ジ
ン
を
始
動
し
て
み
る
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
各
班
に
分
か
れ
て
、
丸
太
の
輪

切
り
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
経

験
者
な
の
で
、
椪
に
積
ま
れ

た
材
の
造
材
な
ど
高
度
な
玉

切
り
を
行
う
班
も
。

1010101010
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
予
定
を
早
め
て
、
早
川
講
師
の

短
木
を
使
っ
た
伐
倒
方
法
講

義
。
受
け
口
・
追
い
口
・
つ
る
。

そ
し
て
、
構
え
方
。
実
演
も
し

て
頂
き
ま
し
た
。

1111111111
時時時時時

　
各
班
毎
に
道
具
を
準
備
し
て
、

伐
倒
を
開
始
。
伐
倒
実
習
地

は
、
林
道
か
ら
少
し
上
っ
た

ア
カ
マ
ツ
主
体
の
林
分
。
ま

ず
は
腕
試
し
。
平
林
班
は
度

胸
試
し
も
か
ね
て
か
、
少
し

傾
斜
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
。
後

藤
班
の
春
日
さ
ん
は
、
午
後

早
退
の
た
め
、
集
中
伐
倒
。

1212121212
時時時時時

　
小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。

食
後
は
、
公
園
の
芝

生
の
う
え
で
、
の
ん

び
り
と
。
栗
栖
さ
ん

が
デ
ザ
ー
ト
に
と

「
ゆ
す
ら
う
め
」
を

差
し
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1313131313
時時時時時

　
伐
倒
再
開
。
傾
き
を

み
て
、
枝
張
り
を
考

慮
し
、
伐
倒
方
向
を

決
め
、
退
避
路
を
確

保
し
て
か
ら
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

入
れ
る
。
皆
さ
ん
二
本
以
上

伐
倒
で
き
た
よ
う
で
す
。

1515151515
時時時時時
2020202020
分分分分分

二等辺三角形の受け口

傾きは、どっち？

きれいな空気を、吸気、する、には

　
現
場
実
習
を
終
了
し
、
小
屋

へ
戻
る
。
使
っ
た
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
清
掃
。
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時時時時時

　
諸
連
絡
、
講
師
総
括
に
て
、
終

了
、
解
散
。

参
加
者
／
遠
藤
さ
ん
、
春
日
さ

ん
、
熊
木
さ
ん
、
栗
栖
さ
ん
、

小
林
さ
ん
、
下
﨑
さ
ん
、
田
村

さ
ん
、
中
神
さ
ん
、
松
岡
さ

ん
、
角
田
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
川
島
、
後
藤
、

平
林
、
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
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以
降
の
予
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次
回
以
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以
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の
予
定
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催
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早
い
も
の
で
第
二
回
目
の
開

催
で
す
。
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生

の
山
小
屋
に
集
合
。
小
屋
裏
の
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旧
日
影
区
有
林
の
傾
斜
林
分
で

の
伐
倒
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
傾

斜
方
向
と
伐
倒
方
向
か
ら
、
追
い

口
伐
り
位
置
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
使
い
方
、
退
避
方
向
を
考
慮
し

て
伐
倒
を
し
て
い
き
ま
す
。

第
七
第
七
第
七
第
七
第
七
・・・・・
八
回
　

八
回
　

八
回
　

八
回
　

八
回
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月月月月月
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日日日日日
（
金
）

（
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（
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（
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（
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1616161616
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（
土
）

（
土
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（
土
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（
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（
土
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間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　　
特
別
講
師
の
島
﨑
先
生
に
よ

る
保
残
木
マ
ー
ク
法
。
調
査
〜
伐

倒
の
一
連
を
行
う
予
定
で
す
。
伐

木
造
材
の
回
に
で
き
な
か
っ
た

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
立
て
も
行

う
予
定
で
す

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
ナ
タ
、
ノ
コ
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご

持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
マ
イ

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
い
た
い
、
そ

の
手
入
れ
を
し
て
み
た
い
方
は
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
雨
具
も
お
忘

れ
な
く
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
15
日
の
夕
方
か
ら
暑
気

払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
実
費
必
要

（
千
円
程
度
）。
幹
事
さ
ん
募
集

中
。

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部
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中
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夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部
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ぎ
ゅ
っ
と
、
ぎ
っ
し
り
三
日

間
。
測
樹
な
ど
の
調
査
か
ら

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
伐
木

造
材
や
簡
単
な
集
材
を
行
い
ま

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識
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に
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つ
い
て
の
知
識
」

つ
い
て
の
知
識
」

つ
い
て
の
知
識
」

つ
い
て
の
知
識
」

つ
い
て
の
知
識
」

　「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
使
え
る
、

と
い
う
こ
と
は
木
を
切
る
だ
け

で
は
な
く
て
目
立
て
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
整
備
が
で
き
て
簡

単
な
故
障
も
直
せ
る
と
い
う
こ

と
」　
よ
く
島
﨑
先
生
が
お
っ

し
ゃ
ら
れ
る
事
で
す
。
今
、
都
会

以
外
で
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

持
っ
て
る
方
も
結
構
い
る
よ
う

で
す
が
、
そ
の
う
ち
何
割
く
ら

い
が
ま
と
も
に
動
い
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
半
分
以
下
か
？

い
や
い
や
ひ
ょ
っ
と
し
て
二
〜

す
。
募
集
締
切
は
7
月
15
日
（
木
）

で
す
。

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九
・・・・・
十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

十
回
　

88888
月月月月月
2626262626
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）
2727272727
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
　
　
伐
出

　
伐
っ
て
出
し
。
伐
る
は
間
伐
。

出
す
は
…
ウ
ィ
ン
チ
で
、
林
内
作

業
車
で
、
材
を
寄
せ
、
集
め
、
運

ぶ
「
出
し
」
を
体
験
し
て
頂
き
ま

す
。

　
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋

に
集
合
。
マ
イ
装
備
・
マ
イ
道
具
、

ご
持
参
下
さ
い
。

三
割
程
度
か
な
？
次
回
の
間
伐
、

八
月
に
は
伐
出
と
、
連
続
し
て
使

う
こ
と
に
な
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

味
を
し
め
て
マ
イ
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
持
っ
た
あ
か
つ
き
に
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
怠
ら
な
い
こ

と
、
そ
ん
な
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ

か
あ
げ
て
み
ま
す
。

☆
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

☆
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

☆
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

☆
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

☆
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て

　
エ
ン
ジ
ン
が
快
調
に
動
く
た

め
に
は「
き
れ
い
な
燃
料
」と「
き

れ
い
な
空
気
」
で
「
き
れ
い
な
排

気
」
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　
①

き
れ
い
な
燃
料
　

　
・
古
い
混
合
燃
料
は
使
わ
な

い
。
一
、
二
ヶ
月
過
ぎ
た
ら
廃
棄

し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
空
気

中
の
水
分
が
混
入
す
る
な
ど
し

て
変
性
し
て
し
ま
い
ま
す
。
白
濁

し
て
い
れ
ば
最
悪
で
す
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
当
分
使
う
予
定
が
な

け
れ
ば
、
タ
ン
ク
の
燃
料
を
抜
い

た
上
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
、

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
内
の
燃
料
も
使

い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
正
し
い
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
。

で
き
れ
ば
純
正
の
２
サ
イ
ク
ル

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
正
し
い
混

合
比
（
25
対
1
な
ど
、
取
扱
い
説

明
書
に
よ
る
）
で
混
合
し
て
使
っ

て
く
だ
さ
い
。
都
会
以
外
の
ス
タ

ン
ド
で
は
ど
こ
で
も
混
合
燃
料

を
売
っ
て
い
ま
す
（
た
ぶ
ん
）。

　
・
燃
料
は
専
用
容
器
に
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
に
入
れ
て
お
く
と
、
そ
の
成
分

が
溶
け
出
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
ま
ず

い
。

　
②

き
れ
い
な
空
気

　
・
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
は
使
用

後
必
ず
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
が
な
け
れ
ば
歯
ブ

ラ
シ
な
ど
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
た

ま
に
取
り
外
し
て
、
中
性
洗
剤
で

洗
う
と
、
オ
イ
ル
に
よ
る
目
詰
ま

り
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
・
フ
ィ
ル
タ
ー
を
掃
除
す
る

時
は
チ
ョ
ー
ク
状
態
に
す
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
。

　
③

き
れ
い
な
排
気

　
・
マ
フ
ラ
ー
に
煤
が
少
し
溜

ま
っ
た
だ
け
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
吹

き
上
が
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ

ん
な
時
は
マ
フ
ラ
ー
を
は
ず
し

て
お
掃
除
を
。
ゴ
リ
ゴ
リ
削
っ
て

も
煤
が
取
れ
な
い
場
合
は
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
で
マ
フ
ラ
ー
ご
と
燃
や

し
て
し
ま
う
の
も
手
。
冬
の
間
、

物
置
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
し
て

お
い
て
、
春
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

た
ら
ま
と
も
に
回
転
し
な
い
。
マ

フ
ラ
ー
を
よ
く
よ
く
見
る
と
、
そ

こ
に
カ
メ
ム
シ
が
入
り
込
ん
で

い
た
、
な
ん
て
こ
と
が
実
際
に
あ

る
ん
で
す
、
田
舎
で
は
。

☆
夏
場
の
使
用
上
の
注
意

☆
夏
場
の
使
用
上
の
注
意

☆
夏
場
の
使
用
上
の
注
意

☆
夏
場
の
使
用
上
の
注
意

☆
夏
場
の
使
用
上
の
注
意

　
暑
い
夏
、
炎
天
下
で
仕
事
を
す

る
。
ゼ
イ
ゼ
イ
、
ハ
ア
ハ
ア
は
人

間
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
①

直
射
日
光
の
下
に

　
　
　
　
　
置
い
て
お
か
な
い

　
・
熱
せ
ら
れ
て
燃
料
タ
ン
ク

内
の
温
度
が
上
が
る
と
、
圧
抜
き

の
機
構
が
キ
ャ
ッ
プ
に
あ
る
の

で
す
が
、
う
ま
く
作
用
せ
ず
に
燃

料
が
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
側
に
押
し

出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
み
た
い

で
す
。
い
わ
ゆ
る
“
か
ぶ
っ
た
”

状
態
に
な
り
、
か
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
使
わ
な
い
と
き

に
は
、
涼
し
い
日
陰
に
置
い
と
い

て
あ
げ
て
ね
。
炎
天
下
、
軽
ト
ラ

の
荷
台
や
乗
用
車
の
車
内
に

ず
っ
と
も
、
お
互
い
に
と
て
も
つ

ら
い
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
オ
イ
ル
は

確
実
に
し
み
だ
し
て
き
ま
す
の

で
、
荷
台
や
車
内
が
ベ
タ
ベ
タ
な

ん
て
経
験
は
、
だ
れ
も
が
お
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
。

　
②

使
用
後
の

　
　
　
　
　
ア
イ
ド
リ
ン
グ

　
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
エ
ン
ジ

ン
は
空
冷
で
す
。
暑
い
夏
、
エ
ン

ジ
ン
を
切
る
前
に
は
、
何
秒
か
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
と
く
に
長
め
に
動
か
し

た
後
は
、
こ
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

怠
る
と
、
次
に
エ
ン
ジ
ン
の
掛
か

り
が
す
こ
ぶ
る
悪
く
な
り
ま
す

し
、
最
悪
焼
き
付
き
の
危
険
も
出

て
き
ま
す
。
ま
た
燃
料
が
加
熱
・

気
化
し
て
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
に
詰

ま
る
ぺ
ー
パ
ー
ロ
ッ
ク
の
防
止

　
題
の
ひ
と
言
は
、
私
の
敬
愛
し

て
い
た
、
日
本
酒
好
き
の
善
七
伯

父
が
常
々
よ
く
私
に
、
う
ん
う

ん
、
と
う
な
ず
き
な
が
ら
、
笑
い

な
が
ら
言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

後
年
、
長
じ
て
の
ち
に
一
期
一
会

な
る
茶
の
湯
用
語
を
知
り
ま
し

た
が
、
同
じ
意
味
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
伯
父
も
十
七
年
前
に
他

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信

今宵は二度ない今宵は二度ない今宵は二度ない今宵は二度ない今宵は二度ない
　　熊木　清治

に
も
有
効
で
す
。
早
く
エ
ン
ジ
ン

を
切
っ
て
汗
を
拭
い
て
一
休
み
、

し
た
い
気
持
ち
は
や
ま
や
ま
で

す
が
、「
ち
ょ
っ
と
待
て
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
は
急
に
止
ま
れ
な
い
」
し

ば
ら
く
の
間
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン(

ア

イ
ド
リ
ン
グ)

さ
せ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　
と
に
か
く
わ
れ
わ
れ
素
人
は
、

マ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
ひ
と

つ
持
っ
て
正
し
く
使
え
ば
、
恐
ら

く
一
生
も
の
の
は
ず
で
す
。
取
説

を
よ
く
読
ん
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
怠
ら
ず
、
だ
い
じ
に
つ
か
っ
て

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

自
身
の
安
全
の
た
め
に
も
。
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唯
、
こ
こ
に
居
た
時
、
図
書
館

で
精
読
し
た
森
林
関
係
の
数
冊

が
私
の
運
命
を
決
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、

必
要
な
ル
ー
ト
を
巡
っ
て
、
森
林

塾
に
通
っ
て
勉
強
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
今
の
私
が
あ
り
ま

す
。
有
難
い
限
り
で
す
。

　「
今
宵
（
今
生
）
は
二
度
な
い
。」

金
銭
は
む
ろ
ん
、
地
位
や
名
誉
と

も
無
縁
の
私
の
人
生
は
豊
か
で

す
。

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
sh-sakano@koanet.co.jp
ki-hayakawa@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

し
ま
い
ま
す
。
因
み
に
、
お
と
と

し
、
小
枝
に
二
匹
前
後
に
並
ん
で

脱
皮
し
た
春
蝉
の
脱
け
殻
を
見

つ
け
、
持
ち
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

触
角
ま
で
き
れ
い
に
つ
い
て
る

ん
で
す
！
小
箱
に
入
れ
て
時
々

こ
っ
そ
り
眺
め
て
い
ま
す
。

　
脱
け
殻
を
見
つ
け
た
時
の
嬉

し
さ
と
、
壊
さ
な
い
よ
う
息
を
詰

め
、
そ
っ
と
触
れ
る
時
の
ド
キ
ド

キ
す
る
気
持
ち
を
、
思
い
出
し
な

が
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

鳶]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　「
五
月
晴
れ
」
…
現
代
で
は
、
鯉

の
ぼ
り
が
そ
よ
ぐ
、
五
月
の
さ
わ

や
か
な
晴
天
で
す
が
、
旧
暦
の
時

代
に
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の
蒸
し

暑
い
夏
の
日
を
五
月
晴
れ
と
呼

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　
関
東
甲
信
越
地
方
で
は
、
い
ち

は
や
く
梅
雨
入
り
宣
言
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
伊
那
谷
で

は
、
例
年
よ
り
も
か
な
り
雨
が
少

な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
蛙

の
合
唱
が
恋
し
い
今
日
こ
の
頃

で
す
。

　

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　　
春
蝉
が
鳴
き
始
め
ま
し
た
。
こ

の
蝉
の
声
は
、
晩
夏
に
鳴
く
ヒ
グ

ラ
シ
に
似
て
い
て
、
私
は
と
て
も

好
き
で
す
。

　
初
夏
の
林
内
に
春
蝉
の
声
と

一
陣
の
風
が
、
涼
し
さ
を
運
ん
で

く
れ
ま
す
。

　
子
供
の
頃
に
暮
ら
し
た
家
の
、

す
ぐ
目
の
前
に
、
は
ら
っ
ぱ
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
続
き
の

お
墓
の
周
り
に
植
え
ら
れ
た
大

き
な
木
に
（
多
分
あ
れ
は
ど
ん
ぐ

り
の
な
る
木
）
登
っ
て
遊
び
、
夏

に
な
る
と
、
蝉
の
脱
け
殻
を
取
っ

て
来
て
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て

い
た
（
春
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の

さ
な
ぎ
）
変
な
子
供
で
し
た
。

　
で
も
子
供
の
目
に
は
、
陽
に
透

か
す
と
、
そ
の
飴
色
の
透
明
な
、

き
ら
き
ら
輝
く
脱
け
殻
が
、
と
て

も
美
し
く
、
魅
力
的
だ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
で
も
林
や
森
に
入
る
と
、
お

も
わ
ず
蝉
の
脱
け
殻
を
探
し
て

界
し
ま
し
た
。

　
一
九
七
五
年
、
当
時
は
新
進
気

鋭
の
創
業
者
に
率
い
ら
れ
て
、
日

本
で
最
初
の
業
容
を
独
自
の
理

想
と
理
念
で
開
拓
し
て
行
こ
う

と
い
う
企
業
に
入
社
し
た
私
は
、

ま
だ
林
業
の
「
り
」
の
字
に
も
関

心
の
な
い
二
十
四
歳
の
一
青
年

で
し
た
。
爾
来
、
二
十
四
年
余
の

星
霜
が
流
れ
、
三
人
の
子
ど
も
も

ま
ず
ま
ず
の
成
長
を
し
て
、
会
社

は
、
と
い
え
ば
、
理
念
と
実
態
は

大
き
く
乖
離
し
て
い
た
う
え
、
硬

直
化･

形
骸
化
し
た
組
織
は
、
既

に
理
念
は
も
と
よ
り
、
捏
造
や
中

傷
が
夥
し
く
、
社
是
は
偽
善
以
外

の
何
物
で
も
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
も
う
こ
こ
に
一
分

一
秒
た
り
と
も
居
て
は
い
け
な

い
、
三
十
代
半
ば
に
決
め
た
「
四

十
九
歳
退
職
」
を
早
め
る
事
一
ヶ

年
、
意
思
表
示
し
て
以
来
四
ヶ
月

引
き
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
丁
重

に
お
わ
び
し
つ
つ
、
お
気
持
ち
は

有
り
難
い
の
で
す
が
一
旦
自
分

か
ら
口
に
出

し
ま
し
た
の

で
、
と
い
う
事

で
、
三
月
末
に

受
理
、
四
月
は

一
ヶ
月
間
の

有
休
を
頂
戴

し
、
五
月
一
日

付
け
退
職
と

な
り
ま
し
た
。

一
九
九
九
年

の
こ
と
で
す
。

　
以
来
、
在
職

時
に
は
想
像

も
つ
か
ぬ
体
験
に
感
動
を
重
ね
、

ま
た
、
府
立
職
訓
校
木
工
科
に
通

い
、
木
工
を
そ
れ
な
り
に
考
え

て
、
翌
年
修
了
と
同
時
に
、
枚
方

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
経
由
で
、
飛
騨
の

木
工
所
へ
幾
度
か
行
き
就
職
。
と

こ
ろ
が
、
地
域
的
に
極
め
て
排
他

性
が
つ
よ
い
上
に
、
出
入
り
の
激

し
い
会
社
で
「
緊
急
雇
用
創
出
特

別
奨
励
金
」
三
十
万
円
が
目
当
て

の
採
用
だ
っ
た
事
に
気
づ
い
た

時
は
、
既
に
三
ヶ
月
が
経
過
、
会

社
都
合
で
退
職
。
社
長
夫
人
と
職

工
責
任
者
と
が
仲
良
し
で
、
木
工

技
能
に
疎
い
社
長
さ
ん
は
、
ス
ト

レ
ス
か
ら
来
る
グ
ル
メ
三
昧
。
従

業
員
は
面
従
腹
背
、
安
い
・
悪

い
・
納
期
厳
守
を
合
言
葉
に
し

て
、
万
一
ク
レ
ー
ム
が
来
た
ら

ば
、
そ
の
と
き
に
個
別
対
応
す
れ

ば
よ
い
、
と
い
う
酷
い
会
社
で
し

た
。
そ
の
と
き
、
他
所
者
は
働
か

な
け
れ
ば
勿
論
お
払
い
箱
だ
が
、

働
き
す
ぎ
て
も
お
払
い
箱
に
な

る
、
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。
他
者
者
は
と
に
か
く
、
一
生

懸
命
に
が
ん
ば
る
し
、
ま
じ
め
に

コ
ツ
コ
ツ
や
る
訳
で
す
が
、
そ
れ

が
良
く
な
い
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

こ
こ
で
は
、
理
不
尽
・
不
条
理
、

そ
し
て
、
何
故
に
木
工
業
界
が
外

国
製
品
に
席
捲
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
原
因
は
構
造
的
で
、
業

界
内
部
に
問
題
の
根
が
あ
る
こ

と
、
等
々
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
山
市
内
の
県
立
技

能
専
の
木
工
工
芸
科
へ
入
校
、
先

述
の
職
工
責
任
者
の
出
身
校
で
、

在
職
時
い
つ
も
そ
れ
を
ひ
け
ら

か
し
て
自
慢
も
し
て
い
た
し
、
ど

ん
な
も
の
か
と
思
い
、
お
さ
ら
い

の
意
味
も
あ
っ
て
入
校
し
た
の

で
す
。
大
阪
府
立
の
方
は
同
じ
一

箇
年
で
も
短
期
課
程
、
高
山
の
方

は
普
通
課
程
、
成
程
確
か
に
履
修

内
容
は
全
く
違
い
ま
し
た
。

　
単
身
で
の
、
食
う
や
食
わ
ず
の

高
山
で
の
生
活
は
、
た
い
へ
ん
で

し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
様
々
で

し
た
が
、
印
象
に
残
る
人
々
で
し

た
。
あ
る
人
は
、
狂
的
に
女
性
好

き
で
、
そ
の
歓
心
を
か
う
事
が
唯

一
絶
対
で
あ
り
、
そ
の
為
に
虚
言

癖
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
そ
の
人

に
は
取
り
入
っ
て
い
ま
し
た
。
か

と
思
え
ば
、
信
義
に
篤
く
、
浮
世

の
世
渡
り
は
二
の
次
で
下
手
で

し
た
が
、
信
頼
に
十
分
足
る
人
も

居
ま
し
た
。
良
く
も
悪
く
も
、
人

間
界
の
金
銭
や
名
誉
、
地
位
な
ど

と
は
関
わ
り
の
な
い
信
実
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
人
間
の
も
つ
憐

れ
み
や
哀
し
み
の
よ
う
な
も
の

を
日
々
一
年
存
分
に
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
た
こ
の
一
年
は
、
平
湯
の
方

へ
毎
週
の
よ
う
に
通
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
倒
木
処
理
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

後
々
、
森
林
の
魅
力
に
嵌
り
、
ひ

い
て
は
林
業
に
目
を
向
け
る
端

緒
と
な
り
ま
し
た
。
勿
論
、
当
初

は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
使
う
事

な
く
、
太
い
も
の
を
手
鋸
で
伐

り
、
夏
は
草
む
し
り
を
し
、
秋
頃

か
ら
他
の
人
の
持
っ
て
く
る

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
傍
ら
で
見
て

い
ま
し
た
。
昼
食
も
ガ
ソ
リ
ン
代

も
自
弁
で
、
報
酬
は
近
く
の
温
泉

の
無
料
パ
ス
で
、
一
回
入
浴
で
き

る
だ
け
の
も
の
で
し
た
が
、
今
思

え
ば
、
こ
れ
が
森
と
の
馴
初
め
で

し
た
。

　
二
〇
〇
三
年
春
、
修
了
後
一
旦

帰
阪
し
、
人
事
採
用
の
職
歴
で
話

が
あ
り
、
森
や
木
と
は
全
く
無
関

係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

十
月
か
ら
新
規
の
職
業
体
験
施

設
開
館
で
木
工
経
験
者
の
求
人

が
あ
り
、
応
募
し
就
職
し
ま
し

た
。
木
工
体
験
の
面
白
さ
を
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
く
仕
事
は
非
常

に
魅
力
的
で
し
た
が
、
館
運
営
が

収
入
一
に
対
し
て
経
費
百
と
い

う
よ
う
な
不
均
衡
で
、
更
に
、
一

人
の
老
講
師
が
無
類
の
女
性
好

き
で
思
い
込
み
の
激
し
い
方
で
、

意
中
の
若
い
職
員
の
歓
心
を
得

た
い
事
も
あ
っ
た
か
で
、
情
け
な

い
諸
々
も
あ
り
、
謹
ん
で
お
暇
を

頂
戴
し
ま
し
た
。


